
令和８年度 兵庫県 英語教育改善プラン

様式１：小学校

目標

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の促進を目指し、小中高連携

を推進し、学習指導要領に基づく指導方法の工夫、教員の授業力向上に取り組む。

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、R8年度に重点的に取

り組む点について、明瞭かつ具体

的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、学

校訪問や研修会等で見られた状

況を参考にする等して必ずいずれ

かとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は記

載してください（必ずしも記載す

る必要はございません。）。英語

教育実施状況調査等の結果に

ついては必ずしもR7年度のデータ

である必要はなく、R6年度以前

のデータを参考値として記載する

ことも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

• 小学校英語専科指導に係る加

配定数を活用する場合は、一定

の英語力を有する小学校教師の

新規採用に係る取組を必ず記載

すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

こちらのシートには「小学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

①授業の好事例の共通
理解が進んだ。

②言語活動の充実や
「CAN-DOリスト」の活
用方法を示す必要性に
ついての周知が進んだ。

❶CEFR B2以上を取得
している小学校教員の割
合が、低い状況である。
（R4:5.0％、R5:5.８％）

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力
(専科教員含む)

言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用✓ ✓ ✓ ✓ ✓

①専科教員の指導力向上研修で、
主体的・対話的で深い学びの実現
に向けて実践研修を実施し、授業
改善について協議することを通して、
児童の学力向上及び指導体制の
充実を図ったため。

②英語教育実施状況調査の結果
分析により、英語力向上につながる
言語活動を充実させるために、教
員が実践している授業を振り返った
り、言語活動例を示したりすること、
また、指導と評価の一体化を図る
授業を実現するために作成した
「CAN-DOリスト」の活用方法を示
す必要があることを県内に周知した
ため。

❶外部検定制度の活用等につい
て周知を行っているが、小学校教
員の英語力向上の必要性が十分
に理解されておらず、活用されてい
ない現状があると考えられるため。

①❶
⑴ 教員の英語力向上を図るために、英語資格・検定試験の特別受験制度等に
ついて引き続き周知する。

⑵ 「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善研究事業
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な充実や、教科等横断的な学びや総合的な学習の充実等、児童生
徒が学習したことを活用して、主体的に学びを深めるための指導方法の工夫につい
て、学校単位による実践的な授業研究を実施するとともに、市町単位による研究成
果の周知を図る。

⑶ 「小・中９年間をつなぐ教科指導研修」
小・中学校９年間を⾒通した指導計画や指導方法等の工夫について、小・中学
校の教員が合同で研修を行うことで、系統性を重視した指導の充実を図る。

⑷ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた調査研究事業
デジタル教科書の児童生徒への学習効果、有効な指導方法、授業でのICTの活
用状況等の把握及び好事例の収集・周知を図ることで、英語教育におけるICTを
活用した「主体的・対話的で深い学び」を全県的に促進し、教育の質の向上を図る。

⑸ 指導資料の作成・周知や研修会の実施
指導資料「英語教育の充実に向けて」や「小学校外国語教育指導用映像資料」
の周知や研修会の実施など、指導力向上に向けた施策等を実施する。
（参考URL：義務教育課HP「英語教育に関すること）

https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/gimu/english/



令和８年度 兵庫県 英語教育改善プラン

様式１：中学校

目標

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の促進を目指し、小中高連携

を推進し、学習指導要領に基づく指導方法の工夫、教員の授業力向上に取り組む。
○CEFR A1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒の割合（R7実績：42.4％⇒R8目標：58.0％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

①CEFR B2相当以上を
取得している教員の割合
が増加している。
（R6:44.2％⇒R7:54.3％）

②生徒がデジタル教科書
を積極的に活用した授業
の割合が増加している。
（R6:57.7％⇒R7:82.6％）

❶CEFR A1レベル相当以
上の英語力を有する生徒
の割合は増加しているが、
目標値に至っていない。
（R6:38.7⇒R7:42.4％）
（R7目標値：55.0％）

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R7）、

目標（R8）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が

必要であり、R8年度に重点的に

取り組む点について、明瞭かつ具

体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、R6

全国学調の結果等を踏まえ、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査等の結果

については必ずしもR7年度のデー

タである必要はなく、R6年度以

前のデータを参考値として記載す

ることも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

こちらのシートには「中学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。

①英語資格・検定試験の特別受験
制度の活用や教員採用試験におけ
る加点措置等について周知を行った
結果、中学校教員の英語力向上の
必要性が理解されてきたと考えられる。

②英語のデジタル教科書をはじめとし
たICTの活用による学習効果を教員、
生徒が実感してきたこと、また、「主体
的・対話的で深い学び」の実現に向
けた授業改善が進んでいると考えられ
る。

❶教員の英語力に改善傾向が⾒ら
れていることや、指導と評価の一体化
等、指導方法の改善が進んでいるも
のの、依然として教科書のリーディング
中心の授業を行っている学校があるこ
とが考えられる。

①英語資格・検定試験の特別受験制度の周知及び県作成教材の活用
教員・生徒の英語力向上を図るために、外部検定割引制度の活用等について引
き続き周知するとともに、県作成教材「Englishつまずき予防ワークシート」及び「はば
単2,500」を活用して、生徒のつまずきを予防し、生徒の英語力向上を図る。
（参考URL：義務教育課HP「英語教育に関すること）

https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/gimu/english/

②❶
⑴「小・中９年間をつなぐ教科指導研修」
小・中学校９年間を⾒通した指導計画や指導方法等の工夫について、小・中学
校の教員が合同で研修を行うことで、系統性を重視した指導の充実を図るとともに、
市町単位による研修成果の周知を図る。
⑵ 県作成指導事例集等の周知、活用
全国学力・学習状況調査の結果（外国語）を分析し、指導方法の工夫・改善
策をまとめた「学びのデジタルガイド」、児童生徒向け「学びのデジタルガイドプラス」を
作成・周知することで、英語教育の充実を図る。また、県が生徒の英語力向上に向
けた取組推進のポイントをまとめた「言語活動が英語力ＵＰ！につながる」「作ってみ
よう！使ってみよう！『CAN-DO リスト』」を再度周知することで、教員の指導力向
上と授業改善を図る。
⑶ 「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善研究事業
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な充実や、教科等横断的な学びや総合的な学習の充実等、児童生
徒が学習したことを活用して、主体的に学びを深めるための指導方法の工夫につい
て、学校単位による実践的な授業研究を実施するとともに、市町単位による研究成
果の周知を図る。

✓ ✓ ✓



令和８年度 兵庫県 英語教育改善プラン

様式１：高等学校

目標

HYOGOグローバルリーダー育成プロジェクトや指導力向上研修等において授業改善に向けた言語活動及び学習

評価の充実を推進し、好事例を研修会等で広く共有することで、県全体で生徒の英語力の向上に取り組む。
○CEFR A2/B1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合

（R7： A2以上 55.3％、B1以上 25.1％⇒R8： A2以上 58.0％、B1以上 29.0％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶授業におけるICT活用や、
ALT参画の充実により、教師が
生徒と英語でやり取りする時間
が減少していると考えられる。

❷学校で行う評価はリーディン
グやリスニングが中心であり、
CEFRでのスピーキングやライ
ティングの到達度を正確に測定
できていない可能性がある。

①探究的な学びにおける英語活
用の充実や海外留学者数の増
加により、生徒がより高度な英語
力を身につけることにつながったと
考えられる。

②研究指定校に英語学習支援
アプリを導入し、授業改善を図る
とともに、その成果が研究授業等
を通じて広く県内で共有されてい
ることが要因だと考えられる。

①CEFR B1レベル相当以
上の英語力を取得または
有すると思われる生徒の割
合が大幅に増加。
(R6:21.7%⇒R7:25.0%)

②英語の授業においてICT機
器を活用している割合。
(兵庫：56.8％、全国47.8%)

❶英語担当教員の授業
における英語使用の割合
が減少。
(R6:44.6%⇒R7:35.7%)

❷CEFR A2レベル相当
以上の英語力を取得また
は有すると思われる生徒
の割合が減少。
(R6:56.2%⇒R7:55.3%)

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R7）、

目標（R8）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、令和8年度に重点的に

取り組む点について、明瞭かつ具

体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査等の結果

については必ずしもR7年度のデー

タである必要はなく、R6年度以

前のデータを参考値として記載す

ることも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点について

は、必ずしも施策・事業に結びつ

ける必要はございませんが、更なる

取組の充実のために施策・事業を

行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

• 特にグローバルに活躍することが
期待される層の拡充のための取
組については、必ず記載してくださ
い。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力✓言語活動 ✓ ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 ✓ その他AIの活用✓

①主体性を持ち、グローバルな視野で活躍・行動できる人材の育成に
向け、「HYOGOグローバルリーダー育成プロジェクト（海外サポート）
補助事業」の活用を促して、生徒の海外での活動意欲を高めるととも
に、授業等を通じて英語力の基礎を育成し、CEFR B1レベル相当以
上の英語力と国際感覚の涵養を図る。
（参考URL： HYOGOグローバルリーダー育成プロジェクト（海外サポート）補助事業
https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/koko/career/bosyuannai/）

❶②言語活動を通じた生徒の英語力の向上を目指し、授業において
はAIを含むICT活用とALTによる指導を有機的に連携させ、発話につ
なげる授業設計を重視するとともに、研修等を通じて「教員の生徒へ
の働きかけの重要性」に対する意識の向上を図る。

❷パフォーマンステストの充実のため、授業等においてスピーキングやラ
イティングなどの技能を評価する場面を計画的に設定するとともに、
CAN-DOリストやルーブリックを活用して到達度を可視化し、生徒の
英語運用能力を適切に把握できるようにするとともに、評価に関する
研修等を行い、教員一人一人が評価基準や観点を的確に理解し、
実践的な評価方法を共有・改善しながら評価スキルの向上を図る。

こちらのシートには「高等学校

外国語教育（小中高連携

を含む）」に関する英語教育

改善プランを記載してください。



目標達成状況一覧表 令和8年度様式 （様式２）

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

52.0 57.2 54.0 56.2 56.0 55.3 58.0 60.0

26.0 21.0 27.0 21.7 28.0 25.1 29.0 30.0

100.0 65.7 100.0 63.2 100.0 100.0 100.0

38.0 38.8 41.0 35.9 44.0 47.0 50.0

設定（％） 100.0 95.8 100.0 100.0 100.0 100.0

公表（％） 100.0 66.1 100.0 100.0 100.0 100.0

達成状況の把握（％） 65.0 55.2 65.0 66.0 67.0 68.0

90.0 88.4 90.0 93.2 91.0 91.5 92.0 93.0

100.0 47.3 100.0 44.6 100.0 35.7 100.0 100.0

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50.0 42.3 52.0 38.7 55.0 42.4 58.0 60.0

90.0 61.4 90.0 92.0 92.0 95.0

74.0 71.8 76.0 77.0 78.0 80.0

設定（％） 90.0 73.2 90.0 90.0 92.0 95.0

公表（％） 50.0 37.4 50.0 50.0 52.0 55.0

達成状況の把握（％） 70.0 55.9 70.0 70.0 72.0 75.0

45.0 43.5 50.0 44.2 52.0 54.3 54.0 55.0

90.0 55.0 90.0 90.0 90.0 90.0

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

設定（％） 70.0 62.8 70.0 72.0 74.0 75.0

公表（％） 35.0 29.5 35.0 37.0 39.0 40.0

達成状況の把握（％） 60.0 52.6 60.0 62.0 64.0 65.0

指標内容

指標内容

指標内容

2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

2023 2024 2025 2026

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

小
学
校

「CAN-DOリスト」形式による学習到達
目標の整備状況

中
学
校

2023 2024 2025

①CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

①CEFR A2レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

2026 2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

①CEFR B1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

兵庫県教育委員会

高
等
学
校

2023 2024 2025 2026 2027
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